
シラヒゲウニ放流(6年)  

令和５年７月３日(月)  名城ビーチ沖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シラヒゲウニ人工授精(５年)  

令和５年１０月３１日(木)  県立沖縄水産高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

対   象 ： 本校海洋生物系列２年生２０名（職員５名） 

        糸満市立高嶺小学校５年生（３８）名（職員２～４名） 

 

 

 

 

★沖縄水産高校での体験を通して，分かったことが３つあります。１つ目は，ウニに
は，オスとメスの両方ともあることがわかりました。僕は今までウニには性別関係は
ないと思っていたけど，沖水での学習を通して精子を出すオスと卵を生むメスがあ
るとわかりました。精子と卵を受精させて，正常な形の卵を作ることができました。
２つ目はウニにはおしりと口の両方があるということがわかりました。特に口の特徴
については知らなかったです。ウニの口には歯が５個あるということがわかりまし
た。３つ目は卵には細胞分裂というのがあることがわかりました。僕は卵に細胞分裂
というものがあるとは知りませんでした。でも沖水で学んで卵にも細胞分裂がある

ということがわかりました。僕はシラヒゲウニの生産量を少しでも増やすためにご
み拾いなど，生き物により良い生活を作っていきたいです。沖水との授業を通して
ウニの特徴などを教えてもらって，僕もシラヒゲウニや海洋生物のために努力した
り，ごみ拾いなどに参加して海の豊かさを守っていきたいです。   

【1組  徳元 聖也】 
 
★沖縄水産高校の体験を通して，シラヒゲウニは口とおしりがあることや，ビンの上に置くとき
には口を上にしておしりを下にするということがわかりました。また，口の近くに塩化カリウム
（KCL)を注射器をつかって精子や卵を出しやすくしたら精子か卵が出てくるということがわ
かりました。それを混ぜてけんびきょうでみたら丸っこい卵みたいなのがあって少し気持ち悪
かったです。シラヒゲウニを触ってみるとトゲは意外と硬かったしトゲトゲしていたのでびっく

りしました。精子が出ているときいっぱい出てきてびっくりしました。口は五枚の歯でできて
いてニョキニョキ出てきたり隠れたりしていて可愛かったです。 
この勉強を通して，シラヒゲウニや他の魚，わかめや貝類のためにゴミを海に捨てないとい

うことを目指して活動するためにまずは，身の回りのことから始めたいです。だから，身の周
りの掃除や分別をして行きたいです。  

 【２組  新垣 湊太 】 

 

海洋サイエンス科 海洋生物類型 

シラヒゲウニ種苗生産（人工授精）実習 実施要項（案） 

目   的 ： 著しい資源減少がみられる本県有用水産生物で

あるシラヒゲウニの完全養殖を目指した人工授

精を体験することにより、本県の水産増養殖業

の現状と基礎的な種苗生産に関する知識・技術

を学び、水産業への興味・関心を高める。 

対   象 ： 本校海洋生物系列２年生２０名（職員５名） 

糸満市立高嶺小学校５年生（３８）名（職員２～４名） 

 
【（人工授精）実施目的等(高嶺小合同)】 【ワークシート】 


